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新年恒例の総会と懇親会が大阪キャッスルホテルで１月２５日（土）１１時３０分

より高橋健さんの議長選出と総合司会戎谷幹事長の進行により開催されました。 

 総 会  

 今回の総会出席者は４２名で議題及び審議結果は、 

① 平成２５年度事業、決算結果の報告と審議 

平成２５年度事業報告、一般会計決算報告書、愛郷基金（特別会計）決算結果報告と審議

について各議案とも全会一致で可決承認されました。 

② 平成２６年度事業計画、収支予算計画の報告と審議 

平成２６年度事業計画（案）一般会計収支予算計画（案）愛郷基金（特別会計）支出予算 

（案）が共に全会一致で承認されました。 

③ １２０周年記念事業について 

１２０周年記念事業企画（案）として今林副幹事長より説明があり、今後近畿秋田県人の

存在を十分に PR して会員の増強を図る事、並びに記念行事として大阪と秋田との結び付き

を考えるなど斬新な企画を進めて行く事など全会一致で承認されました。 
 

 懇親会 

総会終了後、新春の懇親会が午後１時から行われ、出席者は、秋田県総務部 木村課長はじ

め、秋田県大阪事務所から保坂主幹、藤田主査、東海、京都、奈良、広島の各県人会代表と、

会員、その家族など合わせて８８名が参加されました。 

今年の長寿お祝いの１１名の方の中から、桑原昇様、田中雅久様、中山忠様、成田秋雄様、

三浦行義様、吉岡良子様の６名の方がご出席下さいました。 

宴会テーブルには故郷の名酒に会員有志ご提供による「ガッコ」なども登場、民謡、踊り、

カラオケなど盛り上がった懇親会となりました。         （保坂勇光 記） 

喜寿祝の皆さん 

左から 吉岡良子様、成田秋雄様、(畠山会長)、中山忠様、

田中雅久様、桑原昇様 

二代目 佐藤桃仙さん わらび座 
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平成 26年 4月 24日(木)「がんこ梅田本店」で開催。会長、執行担当役員総計 30名で 議長に高橋健さ

んを選出し進行しました。 

1. 平成 26 年度上期経過及び下期の予定 

2. 平成 26 年度一般会計収支予算及び平成 26 年度愛郷基金収支予算 

両議案について戎谷幹事長より資料通りとの報告有り。ホームページの開設について質問があり安 

樂広報部会長より説明。 

3. 創立 120 周年記念事業 

  今林副幹事長（120 周年記念事業特別部会長）より準備会合 3回開催、250 万～300 万の費用内で 

計画、実行委員に若手 7名の選出、10 月末までに案を総会に提出予定。方向性について質問があり 

今林副幹事長よりその件について説明。 

4. 会則の一部改訂 

  前回の役員会で改定案が不十分との指摘に対し(畠山会長、須藤副幹事長、戸澤総務部会長、加藤

事業部会長)で改訂案をまとめ、次回の三役会で検討予定と畠山会長より説明。 

5. その他 

  役員の改選についての質問があり、選任委員会を早めに開始したい。特に、会長の意向が大事なの 

で、最初に新会長を決めたい。 

 (追加報告) 役員会終了後、出席者全員で従来通り一人 4,000 円で和やかにかつ楽しく懇談会。 

 (安部正勝 記)       

 

 

 120周年記念事業は県人会活性化のために創立120周年の節目に行う行事と位置づけていますが、こ

の程、具体内容を立案するメンバーが決まりました。これからの県人会活動で活躍が期待される 40 代

から 60 代の人達ですが、各人、多くの会員の皆さんに喜んでいただき、更には新入会員の入会促進に

つながる内容のものにしようと意気込んでいます。 

メンバーは下記の通りです。 

リーダー：高橋 健 

メンバー：石井 潤、巖 純子、太田 幸男、柴田 拓、鈴木 茂夫、武田 葉子、武藤 良博 以上 8名 

なお、100周年記念事業では700万円以上の費用をかけ、110周年は200万円の予算を計上した経緯

がありますので、今回は 250 万円程度の費用でできる内容にしようと考えています。前にも述べました

が、内容についてご要望がありましたら事務局までご連絡ください。         （今林敬之 記） 
 

大阪市立中央会館にて 
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平成２６年４月５日（土）例年観桜会は桜ノ宮から淀川沿いの桜を観賞しながら宴会場の有る大阪キャッ

スルホテルまで散策をしておりましたが、今年は、趣向を変えて、大阪城の観光ボランティアガイドの案

内で、大阪城にまつわる歴史を勉強しながらの観桜散策でした。ほぼ一時間近くの散策に約４０名近くの

方にご参加いただきました。 

観桜会宴会は７０名の方々の参加で定刻の１２時半より会長の御挨拶で開始しました。続いて、初めてご

参加の高橋仙文さん、池田金一さん、溝口彰さんと奥様の鈴代さまのご紹介をさせて頂きました。乾杯

の音頭は、この四月に着任したばかりの秋田県大阪事務所副主幹の佐々木さんにお願いしました。佐々

木さん、ご夫妻での参加有難うございました。さて今回は、故郷の美味しい物を取り寄せて皆様に楽しん

でいただこうと、少し工夫して、秋田から、山菜を５種類取り寄せてみました。また、稲庭うどんも格安で仕

入れ、はたはた寿司も調達しました。宴会はやはり民謡から始まり、詩吟、カラオケと皆様のご協力で楽

しく終始にぎやかに行われました。初参加の皆様には勝手ではありましたが、インタビューをさせて頂きま

した。対応ありがとうございました。今後の行事についても少しでも変化をつけて沢山の皆様のご参加を

頂くよう工夫してまいりたいと思います。ご参加をお待ちしています。  （加藤俊勝 記） 
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第 10回日本酒同好会は平成26年 2月 22日（土）京都四条にある安樂さんの事務所NEXTAGEで開

催されました。開催場所が京都で大阪市内方面からは少し遠方であったため、どの位の人が参加してく

れるか心配でしたが、久しぶりの開催でもあったので 35 名の方が参加してくれました。 

今回は日本酒をお勉強する会の原点に立ち戻り「各地の日本酒を味わう」をテーマに開催し、北は北海

道、南は山口県まで各地の銘酒を集めて味わって頂きました。銘柄は男山（北海道）、天寿鳥海山（秋

田）、不老泉純米酒、濁り酒（滋賀）、桂のひれ酒（京都）、獺祭の 3割 9分酒（山口）でした。 

色々飲み比べて頂きましたが、皆さんはどう評価されたでしょうか。私の個人的な好みで言えば天寿鳥

海山が一番美味く感じ、酒は値段ではなく好みだとつくづく感じました。 

今回の開催にあたっては場所、お酒の手配、料理、お手伝いのスタッフまで安楽さんにすっかりお世話に

なりました。おかげで和気あいあいの内に終える事が出来ました。有難うございました。 

次回も趣向を凝らした企画をしますので是非参加して下さい。 （日本酒同好会幹事 三浦昭爾記） 

２６年３月１日（土）門真市松心会館にて、おばこ

踊りの練習会がありました。 

４月５日（土）の観桜会、７月２７日(日)北東北三

県合同納涼ビァパーティ、８月２日（土）納涼祭を

目標に出し物について話し合いました。今後の

課題として民謡同好会の秋田盆唄に、踊りを振

りつけてという話も出ました。当日は９名の出席

者にて昼食をはさみながら、秋田音頭のおさら

いをしました。次回は納涼祭にむけての練習会

を予定しております。 

多数の方の参加をお待ちしております。 

（おばこ踊りの会 田中悦子） 
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3 月 8 日(土)、今冬最後の(？)真冬日、寒さ

に負けず毎度おなじみのメンバー14 名(女性

5名)で生駒山 642ｍから枚岡梅林への歩こ

う会 山頂まではケーブルで楽‼遊園地は

冬休みで閑散として静かなこと数多くの通信

テレビ用鉄塔を横目に、たまに聞こえるうぐ

いすの初鳴きを聞きながら、国道とは名ばか

りの石畳の細い道をひたすら暗峠へ。やっと 

府民の森レストハウスで昼食。皆持参の弁当

おつまみ、酒、コーヒーといつものことながら

楽しい一時。休息を終わるとケーブルで楽し

た分、歩きは急坂の連続(後日、足のふくらは

ぎが痛くなった)。各展望台からの大阪平野

は絶景でハルカスもはっきり確認できた。枚岡梅林に到着した時は思わず ホッ 梅は樹により 5～7 分

咲きで、にっこり笑って記念スナップ。鶴橋まで帰って打ち上げ乾杯 何時もながら他県出身の小生を変

わらず仲間に入れてもらい感謝。      秋田県人会万歳                 (古川忠行 記) 

風薫る 5月 10 日（土曜日）、私達歩こう会 17

名は JR 福知山線の生瀬～武田尾間の廃線跡

を歩いてきました。1986 年の複線化にともない

廃線になった旧福知山線をそのまま利用した 

約 8Kmの人気ハイキングコースです。完全に

暗闇になるトンネルや鉄板を渡した鉄橋にドキ

ドキしながら、武庫川渓谷の美しい清流と青葉・

若葉に目も心も洗われた一日でした。たくさん 

の毛虫や しゃくとり虫に歓迎されてキャーキャ

ー黄色い声を出しながらめちゃすばやく歩いて

きました。廃線から年数がたち、近いうちに封鎖

も避けられない場所だけに一度は訪れたい絶景の名所です。ア

ップダウンがなく、おしゃべりしながらのてくてく歩きは ホントに

楽しく、6 つのトンネルは少しだけ冒険気分を味わえます。懐中

電灯に照らされた枕木を歩く先は なんだか別世界が開けてる

ような ワクワク感で  いっぱいになりました。武田尾温泉を経

由して宝塚まで戻り、餃子とビールで疲れを癒し、充実した一日

を過ごすことが出来ました。今後は  鍋っこ遠足を計画していま

す。新しく歩こう会に参加下さる方、大歓迎です。県人会員はも

ちろん、お友達も OK です！日程が決まりましたら HP や郵送で

お知らせいたしますので ぜひご参加下さい。           

(巖 純子 記)  
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我々の会では、故郷の想いを胸に『 秋田民謡 』を唄ったり、聴

いたり、踊ったりし、楽しんでいます。修練の後一杯飲みながら

の親睦会が和気あいあいな雰囲気で一層楽しい一時となって

居ります。今迄、民謡を唄う機会が無かったが一度練習してみ

たい、聴いてみたい等興味のある方は入会は兎も角として、一

度練習会場を覗いて見ませんか？参加をお待ちして居ります。 

開 催 日： 毎月第 3土曜日 15 時～18 時 

開催場所： 民謡酒場【みすじ】(京阪守口市駅下車 徒歩 1 分)

守口市寺内町 2-5-19 守口ビル 1階 )☎  06-6991-3933 

 

 

県人会の酒席での話で「元来日本酒は世界一うまい酒なのにそれ

が一般に認知されていないのは残念だ」という事から日本酒同好

会を作ろうとなったのが始まりです。 

日本酒は全国各地の酒蔵で生産されそれぞれ特徴が有りますが、

その酒を勉強しながら味わいまた楽しく語りあおうという会です。

参加資格は県人会会員及びその知人でお酒の好きな方ならどな

たでも参加できます。年会費はありませんが、その都度参加費とし

て 5～6千円を徴収します。是非参加してみて下さい、お待ちして

います。  

 

歴史をたどり、四季折々の自然に触れ、会話を楽しみ、親睦を図りながらのウォーキング

やハイキングで「楽しく歩いて健康になろう」を目的とし、原則 年 3回以上を会員の希望

や推奨などにより日時・コースを計画し開催されています。会費は無料(但し通信費、事務

消耗品引当及び保険料として年間千円を徴収) 参加費は一切が自己負担です。それほ

どハードな山歩きではないので、皆様お気軽にご参加ください。 
 

平成 22 年 3月会員有志によるおばこ踊りの会を立ち上げ、男性、女性にかかわらず県人会の親睦会行

事の折りに手習いの踊りを発表させて頂く機会を得ました。当初はフラダンスだったり、コント芝居だった

り、一人踊りなど、みなさんで楽しむことを目的としました。 

その後、松愛会会員の方のご協力により親睦会行事前には門真の松心会館サークル室に於いて練習会

を開いております。最近は民謡同好会の歌におばこ踊りを振り付けして、秋田民謡を主体にし研鑽してお

ります。練習は昼食をはさみ 4時間です。食事会懇談のみの参加もできます。 

 費用は松花堂弁当及び飲み物(ビール) 付きで 1000 円から 1500 円です。 

 次回の予定は 7月 27 日(日)三県合同ビアパーティ、8 月 2日(土)納涼祭にむけて 7月 2日(水)松

心会館にて練習会を行います。 

詳細は後日案内いたしますが、皆様の多数参加をお待ちしております。 
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[会長]  石黒 隆                   [会員]  登録会員 30 名（内女子 8名） 

[目的]   ゴルフ愛好者が集い、平成 18年第 1回から同 27年春で 20回目となります。本会は「ゴルフ

同好会 規約」（平成 19 年 4月制定）に基き「ゴルフを通じて会員相互の親睦を深める・・」等

を目的とした親睦会です。 

[特長]   和やかでアットホームな雰囲気（家族参加あり） 

[競技方法] 年 2回（4・9 月） アンダーハンディー方式 

[会場]   最寄り駅に近い場所（愛宕原・山の原・能勢 GC等) 

[費用]   プレー代と参加費 2000 円（軽食・賞品代） 

[募集]   現在会員募集中。家族・知人も歓迎       [申込] 県人会事務局 

 

 日時 7 月 27 日（日） 

 場所 スーパードライ梅田 

 申込み 県人会事務局  

今年の幹事は近畿青森県人会です。青森・岩手・秋田 

の県人会員が大集結❢毎年盛況、にぎやかに暑さを 

吹き飛ばします。 

詳しくは後日ご案内します。奮ってご参加ください。 

 日時 8 月 2日(土) 13 時～15 時 30 分 

 場所 大阪キャッスルホテル 

詳細は後日ご案内致しますのでカレンダーにご記入をお願いします。 

掲示
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大阪事務所 副主幹兼班長 佐々木重夫 
 

本年４月、県大阪事務所に着任いたしました、佐々木と申します。県人会の

皆様におかれましては、日頃、ふるさと秋田との交流に御尽力いただくととも

に、県政への様々なお力添えをいただき、深く感謝申し上げます。 

はじめに、今年に入っての本県関係の話題を見てみますと、ソチ冬季オリン

ピック・パラリンピックにおける、本県出身選手の活躍に大いに勇気づけられ

るとともに、冬季スキー国体における皇后杯５連覇のほか、日本プロバスケ

ットリーグ「秋田ノーザンハピネッツ」が初のファイナルズ進出を決めるなど、

「スポーツ王国秋田」復活への期待も膨らんでいるところです。 

また、県では、この４月から今後の県政運営の方針となる「第２期ふるさと秋田元気創造プラン」をスタ

ートさせており、少子高齢化が進むなかで、経済社会の活力を維持し、発展へと結びつけていくため、交

流人口の拡大やモノやサービスの新たな市場の開拓などに積極的に取り組んでいくこととしております。 

 さらに、今年は１０月に県内のすべての市町村を会場として、国内最大の文化の祭典である「第２９回国

民文化祭・あきた２０１４」が開催されます。是非、御家族、御友人お誘い合わせのうえ、足をお運びいた

だければと思います。 

 大阪事務所におきましても、引き続き秋田の魅力や強みの一層の発信に努め、関西圏における秋田の

物産販売及び秋田への観光誘客の促進を図るほか、様々な面での連携協力などで県人会の皆様のお

役に立てればと考えております。 

 さて、私自身は、大阪での勤務はもちろん初めてです。関西の豊かな自然と深い伝統文化に触れ、公

私ともに充実した毎日を送りたいと考えております。妻と二人での大阪暮らしですので、是非、お気軽にお

声をかけていただければと存じます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

近畿秋田県人会のホームページが開設されました。 
 

 

 

 

まだ完全ではありません。順次整備を進めて参ります。 

一度覗いて、皆さんのご意見を下さい。 

広報部会 info@kinkiakita.com   


